


補正予算の審議内容補正予算の審議内容

そその他の審議内の他の審議内容容

令和６年度一般会計補正予算（第2号）の概要

　今回の補正第２号は、主に物価高騰対応重点支援給付金給付事業費として国が実施する令
和６年度定額減税補足給付金事業実施のための費用や、バス交通等対策事業費として国土交
通省「共創・MaaS実証プロジェクト」を活用した新たなモビリティサービス導入調査委託費、
省エネ家電購入補助事業の経費等として活用されます。

（第２号）　　10億6,014万円
567億7,335万円

補 正 額
補正後の予算額

バス交通等対策事業費 バス交通等対策事業費 増増
　　　　　　　 　2,192万円　　　　　　　 　2,192万円

　国土交通省「共創・
MaaS 実証プロジェク
ト」モビリティ人材育
成事業に係る委託料を
追加

防災行政同報無線が、地域によって聞き取り
にくいところがあるが、住民の声をどのように
拾い、調査するのか伺う。
電波エリアの調査を行う。不具合のある場合
は、スピーカーを高性能にする等対応を検討
する。屋外子局での対応が難しい場合は防災
ラジオで対応する。

より良い交通サービスの検討をしていく中
で、MaaS 構想をどのようなエリアで考えて
いくのか伺う。
市全域を対象に取り組み、交通弱者や地域
部活の問題も含め、事業の推進を考えてい
きたい。

　国が実施する令和６年度
定額減税補足給付金事業の
ため、給付金および事務費
を増額

主な質疑

　防災行政同報無線設備
更新工事について、NEC
静岡ビジネス株式会社と
請負契約を締結

防災行政同報無線設備更新防災行政同報無線設備更新
工事請負契約の締結 工事請負契約の締結 

物価高騰対応重点支援給付金物価高騰対応重点支援給付金
給付事業費 給付事業費 増増    

  9億7,012万円   9億7,012万円 
定額減税補足給付金事業について、対象者
数と開始完了時期について伺う。
対象人数は約 2万 5,000人である。発送作
業は 7月から開始し、給付完了は11月を予
定している。

主な質疑

主な質疑

QQQ

AAA

QQQ

AAA

QQQ

AAA
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人
事
掛川市上西郷財産区管理委員の選任について
　７件

条
　
例

市長等の給料の特例に関する条例の制定に
ついて

掛川市個人番号の利用に関する条例の一部
改正について

掛川市税条例の一部改正について

掛川市都市計画税条例の一部改正について

掛川市スポーツ施設条例の一部改正について

予
算
令和６年度掛川市一般会計補正予算（第２
号）について

そ
の
他

環境保全センター解体工事請負契約の締結に
ついて

三俣地区盛土工事請負契約の締結について

防災行政同報無線設備更新工事請負契約の
締結について

高規格救急自動車購入契約の締結について

特殊化学ポンプ自動車購入契約の締結について

市有地の処分について

専決処分の承認を求めることについて（令和
６年度掛川市一般会計補正予算（第１号））

専決処分の承認を求めることについて（掛川
市税条例の一部改正）

専決処分の承認を求めることについて（掛川
市都市計画税条例の一部改正）

議

発

テレビ難視聴地域における今後の受信環境
確保に関する意見書

新たな木造住宅耐震化プロジェクト「新ＴＯ
ＵＫＡＩ－０」制度を求める意見書

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求め
る意見書

■全会一致で可決・承認・同意・受理

報
告

令和５年度掛川市一般会計繰越明許費の報告
について

令和５年度掛川市公共下水道事業会計予算
繰越計算書の報告について

審議の結果、予算を１件、条例を５件、その他を９件、人事を７件、
報告を２件および意見書を３件議決しました。

6月定例会における審議結果一覧　6月定例会における審議結果一覧　6月定例会における審議結果一覧　

小中学校給食費の無償化を求める請願書

■文教厚生委員会が賛成少数で不採択

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを国に働きかけることを求める
請願書

■文教厚生委員会が賛成多数で閉会中継続審査に決定

｢再審法改正を求める意見書｣ 採択に関する陳情書

■総務委員会が全会一致で採択

創 世 会 新しい風 SKK＊ 共産＊ 共掛＊ 志
＊
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小中学校給食費の無償化を求める
請願書

× × × × × × × × × × × × × × × ◯◯ ◯◯ × × ×

議員名

議案名

＊議長（山本裕三）は、採決には参加しません
＊SKK▶市民派・公明倶楽部　共産▶日本共産党議員団　共掛▶共に創る掛川　志▶志誠会

■賛否の分かれた議案 （賛成少数否決）　　 ○○賛成　×反対
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　本年度、観光・シティプロモーション課が新設され
たことから、交流人口の拡大や地域経済活動の活性化
の好機と捉え、さらなる効果的な観光・シティプロモ
ーション施策の提言を目指し、先進地視察や市内視察
を始め、担当部署との協議を重ねていきます。

　全国的に高齢化が進み、本市でも市民の約３割を高
齢者が占めています。その高齢者の幸福度を向上させ
ることが、本市にとって重要な課題であると考えました。
健康寿命の延伸、高齢者の生きがいづくり、医療や介
護の充実の三点に視点を当て、提言に向けて研究を進
めていきます。

　元日に発生した能登半島地震では、行政主導だけでな
く地域住民や企業が主体となる自主避難所も多く存在しま
した。発災直後から開設され、住民が支援物資の分配や環
境整備を行う等、現場に即した避難所運営が行われました。
しかし、状況の変化や情報不足という課題も残り、適切な
運営体制の構築が求められます。これらを踏まえ、今後
の避難所運営の在り方を研究していきます。

環境産業委員会

文教厚生委員会

総 務 委 員 会

委員長 窪野愛子

委員長 寺田幸弘

委員長 藤原正光

　各常任委員会は年間テーマを決めて調査研究を行います。市当局への聞き取り、現地調査、
先進地事例の研究などを進め、議会報告会で中間報告を行うとともに市民の皆さんからの意
見を伺い、政策提言に向けて議論を重ねていきます。

各常任委員会の年間テーマ決定！各常任委員会の年間テーマ決定！

環境産業委員会の所管は、産業全般、観
光、道路、公園、環境、まちづくり等です。

文教厚生委員会の所管は、健康、福祉、
子育て、教育等です。

総務委員会の所管は、総合計画、財政、
税務、DX、上下水道、防災、消防等です。

年間
テーマ

観光・シティプロモーションの
在り方について

年間
テーマ 高齢者の幸福度向上のために

年間
テーマ

現場に即した避難所運営の
在り方について
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５月下旬に予算決算委員会各分科会による
市内現地視察を実施しました。

総務分科会総務分科会

消防本部西分署の訓練

環境産業分科会環境産業分科会

清水邸の修繕箇所 さかがわ幼稚園

文教厚生分科会文教厚生分科会

現 地 視 察現 地 視 察

　議会報告会は、「市民の皆さんに開かれた議会」を目指し行っており、今年で 12年目と
なります。
　今年も下記の日程で議会報告会を開催し、年間テーマ（P4参照）に関する調査研究の
中間報告を行います。市民の皆さんからご意見を伺い、市長への政策提言につなげていき
ます。皆さんの参加をお待ちしております。

開催日 会　場 対 象 地 域 担 当
10月
22日㈫

市役所本庁４階
会議室 1 西中・東中学校区 1班

10月
24日㈭ 桜木ホール 桜が丘中・

原野谷中学校区 2班

10月
28日㈪ 大東支所３階 大浜中・

城東中学校区 1班

10月
30日㈬ 大須賀支所２階 大須賀中学校区 3班

11月
 1日㈮

掛川市生涯学習
センター２階 北中・栄川中学校区 2班

№ 現 地 視 察 箇 所 場 所
１ 消防本部西分署 富　部

２ 共聴アンテナ受信設備 上西郷

３ 公共下水道北部中継
ポンプ場 城　北

４
（仮称）大須賀防災備蓄
センター（旧大須賀学校
給食センター）

西大渕

５ 掛川浄化センター管理棟 長 谷

№ 現 地 視 察 箇 所 場 所
１ さかがわ幼稚園 伊達方

２ 千羽すぴか保育園 千　羽

３ こども発達センター
きためばえ 森　町

４ 千浜小学童保育所 千 浜

５ 大渕小学童保育所 大　渕

№ 現 地 視 察 箇 所 場 所
１ 吉岡大塚古墳 高　田
２ 環境資源ギャラリー 満　水
３ リバティーリゾート大東温泉 国　安

４ 大須賀物産センター
おひさまテラス 大　渕

５ 清水邸 横須賀

6 matcha KIMIKURA掛川駅
フラッグシップストア 駅北口

7 掛川駅梅橋線 領　家
8 （仮称）掛川西スマート IC 領　家
9 自走式草刈機デモンストレーション 市役所

班 担　当　議　員

１班
山本行男 山本裕三 勝川志保子
藤原正光 橋本勝弘 石川紀子
山田浩司

２班
二村禮一 窪野愛子 富田まゆみ
松浦昌巳 嶺岡慎悟 髙橋 篤仁
安 田　 彰

３班
草賀章𠮷 松 本　 均 寺田幸弘
鈴木久裕 藤澤恭子 大 井　 正
鷲山記世

※開催時間はすべての会場とも午後7時からです。
（報告内容は各会場同じ内容です。）

議会報告会を開催します！
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光
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の
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問
が
視
聴

で
き
ま
す

まちづくりビジョンが策定された
遠州横須賀街道沿線地区

テレビ難視聴地域における今後の受信環境確保に関する意見書（抜粋）
　アンテナの設置者、管理者を問わず、公共放送が地域格差なくあまねく受信
できる公平性の観点から、テレビ難視聴地域に対する設備の更新、既存設備撤
去費用等に係る支援制度拡充を強く求める。

国へ
提出

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書（抜粋）
　冤罪被害者を早期に救済するため、次の事項について刑事訴訟法の再審規定
（再審法）を速やかに改正するよう求める。
　１　再審請求手続の審理の適正化に資する規定を整備すること。
　２　再審請求手続において、全ての証拠を開示する規定を整備すること。
　３　再審開始決定に対する検察官の不服申立てを禁止すること。

国へ
提出

新たな木造住宅耐震化プロジェクト「新ＴＯＵＫＡＩ－０」制度を求める意見書（抜粋）
　静岡県民の命と財産を守るため、昭和56年以降平成 12 年以前に建築された
木造住宅への耐震診断および耐震改修の補助制度を早急に新設することを強く
要望する。

県へ
提出

二次元コードから各議員の一般質問の議会
中継をすべて視聴することができます。

Q

Q

A

A

国、県へ意見書を提出国、県へ意見書を提出 掛川市議会では、令和６年７月２日に以下の
意見書の提出について全会一致で可決しました。

一般質問一般質問 QQ&&AA
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、
市
内
中
小
企
業

の
実
態
調
査
を
行
い
現
状
把
握
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

中
小
企
業
振
興
会
議
で
価
格
転
嫁

の
現
状
を
把
握
し
議
論
す
る

令
和
５
年
末
に
静
岡
県
が
実
態
把

握
の
た
め
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
県
内
企
業
９
２
２
社
か
ら

回
答
が
あ
り
、
７
割
以
上
の
価
格
転
嫁
が

実
現
で
き
た
企
業
が
約
30
％
あ
る
一
方
、

１
割
以
下
の
企
業
は
約
33
％
と
い
う
状
況

で
し
た
。
８
月
開
催
予
定
の
掛
川
市
中

小
企
業
振
興
会
議
で
価
格
転
嫁
に
関
す

る
現
状
把
握
に
つ
い
て
、
議
論
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
命
を
守
る
防
災
訓
練
に
つ
い
て

障
が
い
者
差
別
解
消
の
た
め
条
例

制
定
が
必
要
で
は
な
い
か

障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
事
業
者
に

よ
る
障
が
い
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供

が
義
務
化
さ
れ
た
。
障
が
い
者
差
別
解
消

の
た
め
条
例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

地
域
共
生
社
会
実
現
の
た
め
支
え

合
え
る
地
域
社
会
を
目
指
す

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
人
権

尊
重
、
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
お
り
、
本
法
律
を
基
に
本
市
で
も
啓

発
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
法
律
が

遵
守
、
尊
重
さ
れ
れ
ば
、
障
が
い
の
あ
る

方
へ
の
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
事
業
者
で
の
合
理
的
な
配
慮
が
進
む

と
考
え
ま
す
。
本
市
で
は
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
こ
と
な
く
、

支
え
合
え
る
地
域
社
会
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

新
幹
線
空
港
新
駅
と
掛
川
駅
の

新
幹
線
ひ
か
り
停
車
は

県
へ
要
望
等
を
し
っ
か
り
と
物
申
す

市
長
で
あ
る
こ
と

が
、
市
民
の
思
い
で
あ
り
、

市
長
の
責
務
と
考
え
る
。
今

後
の
新
幹
線
空
港
新
駅
と

掛
川
駅
の
新
幹
線
ひ
か
り
停

車
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
う
。

ひ
か
り
停
車
は
歓
迎
。
空
港
新
駅
は

新
幹
線
増
便
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
リ
ニ
ア

新
幹
線
全
線
開
通
後
の
新
幹
線
掛

川
駅
へ
の
停
車
本
数
１
．５
倍
増
加
は
歓

迎
す
べ
き
で
あ
り
、
ひ
か
り
号
の
停
車

は
よ
り
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
空
港

新
駅
設
置
は
、
地
域
防
災
機
能
強
化
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
海

は
適
正
な
駅
間
距
離
の
確
保
が
困
難
と

し
て
お
り
、
簡
単
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
新
駅
追
加
に
よ
り
、
ダ
イ

ヤ
構
成
変
更
の
可
能
性
が
高
く
、
新
幹

線
の
増
便
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
ま

す
。

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

創
世
会

松
本
　
均

松
本
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

富
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

令和６年６月定例会7 かけがわ 市議会だより （質問の一部を掲載しています）一般質問Q&A



市
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
実
効
性
と
課
題
解
決
へ
の
取
り

組
み
は職

場
の
３
大
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
だ

が
、
市
役
所
も
一
事
業
所
と
し
て
、
顧
客

か
ら
の
迷
惑
行
為
を
受
け
る
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
遭
遇
す
る
機
会
が
あ
る
。

職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
伺
う
。

相
談
窓
口
や
職
員
研
修
等
、
工
夫

を
加
え
継
続
的
に
対
応
し
て
い
く

庁
内
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員

に
よ
る
相
談
窓
口
が
あ
り
、
必
要

に
応
じ
て
、
本
人
了
承
の
も
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
委
員
会
に
よ
り
、
対
応
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
全
正
規
職
員
が
「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
」
を
受
講
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ

る
、
高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
は

令
和
５
年
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の

熱
中
症
高
齢
者
の
救
急
搬
送
者
数

は
32
人
で
あ
っ
た
。
今
年
も
猛
暑
が
予
想

さ
れ
る
が
、
身
近
な
涼
み
処
の
設
置
等
、

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
を
伺
う
。

情
報
発
信
等
に
よ
り
、
健
康
被
害

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
る

熱
中
症
に
関
す
る
ア
ラ
ー
ト
発
表

時
は
、
同
報
無
線
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
で
、
外
出
を
控
え
適
切
な
冷
房
使
用

を
呼
び
か
け
ま
す
。
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

ト
発
表
時
は
、
市
内
13
か
所
に
暑
さ
を
し

の
ぐ
場
所
と
し
て
、「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
熱
中
症
予
防
の

情
報
発
信
を
行
い
、
市
民
の
健
康
被
害
を

防
ぐ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
特
別
教
室
へ
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を気

象
庁
に
よ
る
と
今
年
も
暑
い
夏

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
特
別
教
室

の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
、
県
内
で
は
最
下

位
の
状
況
に
な
っ
た
。
屋
内
の
熱
中
症
に

よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
命
も
心
配
さ

れ
る
。
学
校
の
特

別
教
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
に
関
す

る
検
討
状
況
を
伺

う
。効

果
的
か
つ
合
理
的
な
整
備
を
検

討
し
て
い
く

「
掛
川
市
学
校
再
編
計
画
」
に
基

づ
き
、
小
中
一
貫
校
の
整
備
を

進
め
て
お
り
、
新
設
校
舎
に
は
、
音
楽

室
等
の
特
別
教
室
へ
空
調
設
備
を
設
置

予
定
で
す
。
な
お
、
小
中
一
貫
校
の
整

備
年
次
が
遅
く
な
る
学
校
の
既
設
校
舎

に
つ
い
て
は
、
空
調
設
備
設
置
の
効
果

的
か
つ
合
理
的
な
整
備
方
法
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
業
務
に

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
導
入
を

令
和
３
年
を
ピ
ー
ク
に
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
額
が
減
少
し
て
い
る
。

寄
附
額
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
さ
ら
な
る

工
夫
の
一
つ
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託

業
務
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
か
け
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

委
託
業
者
選
定
方
法
等
、
事
業
ス

キ
ー
ム
の
改
善
に
取
り
組
む

本
市
の
返
礼
品
は
、
お
茶
や
イ
チ

ゴ
等
の
農
産
物
が
主
力
の
た
め
、

地
元
の
農
産
物
の
取
り
扱
い
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
事
業
者
と
随
意
契
約
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
寄
附
者
か
ら
、

農
産
物
以
外
に
も
多
様
な
返
礼
品
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
委
託
業
者
選
定
を
含
め
、
寄
附
金

額
の
増
額
と
事
業
ス
キ
ー
ム
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

創
世
会

山
田
浩
司

市
民
派
・

公
明
倶
楽
部

窪
野
愛
子

窪
野
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

山
田
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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市
長
は
リ
ニ
ア
問
題
で
深
い
議
論

が
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
べ
き

必
要
な
水
の
約
90
％
を
大
井
川
に
依

存
し
て
い
る
掛
川
の
市
長
と
し
て
、

流
域
市
町
の
首
長
と
J
R
東
海
と
の
意

見
交
換
会
や
利
水
関
係
協
議
会
で
、
問
題

点
等
を
明
示
し
、
科
学
的
工
学
的
議
論
が

な
さ
れ
る
よ
う
尽
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

専
門
部
会
等
の
議
論
を
踏
ま
え
、

水
資
源
確
保
と
水
質
保
全
に
取
り

組
む

市
長
と
し
て
、
令
和
３
年
度
以
降
、

大
井
川
利
水
関
係
協
議
会
や
Ｊ
Ｒ

東
海
と
の
意
見
交
換
会
等
に
、
計
12
回

出
席
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
掛
川
市
は

古
く
か
ら
水
に
苦
労
し
て
き
た
歴
史
が
あ

り
、
水
の
確
保
等
は
妥
協
で
き
な
い
こ
と

を
訴
え
、
リ
ス
ク
対
策
等
に
つ
い
て
意
見

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
県
の
専
門
部

会
等
に
お
け
る
科
学
的
・
工
学
的
な
議
論

を
踏
ま
え
、
水
資
源
の
確
保
お
よ
び
水
質

の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
宅
改
修
に
複
数
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
体
制
整
備
を

高
齢
化
対
策
で
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必
要

に
な
っ
た
際
等
に
、
様
々
な
支
援
が

重
複
し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
伺
う
。

支
援
の
併
用
が
可
能
な
場
合
が
あ

り
、
連
携
し
た
案
内
を
し
て
い
く

介
護
保
険
制
度
の
支
給
に
基
づ
く

住
宅
改
修
費
の
ほ
か
、
木
造
住
宅

耐
震
補
強
工
事
の
補
助
や
、
地
域
協
働

経
済
支
援
買
物
券
事
業
助
成
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
改
修
箇
所
が
異
な
り
、

条
件
を
満
た
せ
ば
改
築
支
援
の
併
用
が

可
能
で
す
。
利
用
者
に
連
携
し
た
案
内

を
行
い
、
引
き
続
き
支
援
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

日
本
共
産
党

議
員
団

大
井
　
正

創
世
会

髙
橋
篤
仁

髙
橋
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

大
井
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

子
育
て
と
仕
事
の
両
立
に
苦
慮

す
る
家
庭
の
保
育
環
境
改
善
を

入
所
保
留
者

が
い
る
環
境

を
改
善
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

よ
り
多
く
の
方
が
希
望
園
へ
入
園

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く

令
和
６
年
度
の
利
用
定
員
は
３
，

２
４
１
人
で
、
入
所
希
望
者
２
，

８
２
９
人
を
上
回
る
定
員
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
４
月
に
新
規
入
園

さ
れ
た
５
３
２
人
の
う
ち
、
９
割
を
超

え
る
方
が
希
望
園
に
入
園
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
国
定
義
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
一
方
、

特
定
の
園
の
み
を
希
望
す
る
方
等
が
い

る
た
め
、
94
人
の
方
は
入
所
保
留
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
保
育
士
確
保
策
の

さ
ら
な
る
充
実
や
既
存
施
設
の
利
用
定

員
変
更
等
の
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
り
、
よ

り
多
く
の
方
が
希
望
園
等
に
入
園
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

南
部
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
る
べ
き

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
上
、
津
波
浸

水
域
に
あ
る
南
部
の
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
移
設
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

移
設
は
考
え
て
い
な
い
。
防
潮
堤

の
早
期
完
成
に
努
力
し
て
い
く

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
場
所
は
、

対
象
区
域
の
居
住
状
況
や
建
設
投

資
額
等
を
総
合
的
に
判
断
し
て
選
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
と

各
家
庭
等
を
結
ぶ
下
水
道
管
を
排
水
が

自
然
に
流
れ
る
よ
う
設
計
す
る
等
、
効

率
的
に
汚
水
処
理
が
で
き
る
場
所
に
浄

化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
大
東
と
大
須
賀
の
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
移
設
は
考
え
て
い
な
い
た
め
、
防
潮

堤
の
早
期
完
成
に
向
け
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
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ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
戦
略
室
の
取
り

組
み
と
は

令
和
６
年
度
か
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

戦
略
室
が
で
き
た
が
今
後
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
伺
う
。

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
を
市
全
体
の
協
働
の
取

り
組
み
と
し
て
展
開
し
て
い
く

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
を
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
、

最
も
大
切
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
位
置

付
け
、
今
後
、
全
職
員
向
け
研
修
や
Ｄ
Ｅ

＆
Ｉ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
全
庁
改
革
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
、
企
業
、
団
体
、
学

校
と
連
携
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
対
話

の
機
会
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
情
報
発
信

や
施
策
を
強
化
し
、
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
が
身
近
な

テ
ー
マ
と
な
り
自
分
事
と
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
全
体
の
協
働
の
取
り
組
み
と

し
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
…
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）・
エ
ク
イ
テ
ィ（
公

平
性
）
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
受
容
・
包
摂
）。

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く
安
全
に
安
心
し
て

能
力
や
特
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
こ
と
。

お
互
い
の
違
い
を
尊
重
し
、
強
み
を
活
か
し

あ
え
る
こ
と
。

不
登
校
児
の
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
向
け
て

令
和
６
年
度
か
ら
不
登
校
児
も
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
不
登
校
児
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
は
関
係
各
所
と
連
絡
を
取
り
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
十
分
配
慮
し

た
上
で
制
度
の
活
用
を
勧
め
る

令
和
６
年
４
月
に
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
、
不
登
校
の
状
態
に

あ
る
障
が
い
児
も
利
用
で
き
る
よ
う
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
国
の
通
知
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
い
て
、
事
業
所
が
保
護
者
の

同
意
を
得
た
上
で
、
学
校
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
さ
れ
、
一
方
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
は

想
定
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
に
十
分
配
慮
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
制

度
の
活
用
を
勧
め
て
い
き
ま
す
。

平
日
も
含
め
た
部
活
動
の
地
域

ク
ラ
ブ
移
行
は
本
当
に
妥
当
か

市
は
、
２
年
後
に
中
学
校
部
活
動

を
完
全
廃
止
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
に

移
行
す
る
方
針
で
あ
る
。
家
庭
の
経
済
的
、

物
理
的
負
担
増
を
前
提
と
す
る
地
域
移
行

は
、
子
育
て
支
援
と
相
反
し
な
い
か
。

一
定
の
ご
負
担
等
は
、
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る

部
活
動
の
地
域
展
開
は
、子
ど
も

た
ち
の
多
様
な
価
値
観
に
応
え
る

た
め
に
進
め
て
お
り
、
方
針
に
相
反
し

な
い
と
考
え
ま
す
。
一
定
の
ご
負
担
等

に
つ
い
て
は
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
就
学
援
助
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
学
童
保
育
整
備

に
市
が
責
任
を
持
っ
て

ニ
ー
ズ
の
高
い
学
童
保
育
は
法
律

に
沿
っ
た
６
年
生
ま
で
の
受
け
入

れ
が
で
き
る
施
設
整
備
を
学
校
再
編
時
ま

で
先
送
り
せ
ず
、
責
任
を
持
っ
て
早
急
に

行
な
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

計
画
と
の
整
合
を
図
り
、
最
適
な

手
法
で
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

学
校
再
編
計
画
と
の
整
合
を
図

り
、
学
校
と
の
複
合
化
や
公
共
施

設
活
用
、
施
設
増
設
等
の
最
適
な
整
備

手
法
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。
近
年
で
は
、
余
裕
教
室
の
改
修
等

に
よ
り
保
育
場
所
を
確
保
し
、
今
年
度
、

中
央
小
学
童
保
育
所
は
、
借
家
物
件
に

よ
り
３
か
所
目
の
運
営
を
開
始
し
ま
し

た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
命
を
慈
し
む
動
物
愛
護
の
精
神
が
息
づ

く
ま
ち
に
す
る
た
め
に

日
本
共
産
党

議
員
団

勝
川
志
保
子

創
世
会

鷲
山
記
世

鷲
山
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

勝
川
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す
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原
野
谷
学
園
小
中
一
貫
校
の
メ

リ
ッ
ト
は

令
和
7
年
度
に
原
谷
小
学
校
と
原

田
小
学
校
が
統
合
し
、
そ
れ
以
降

の
新
入
学
児
童
は
単

学
級
と
な
る
が
、
数

十
億
円
と
い
う
莫
大

な
予
算
を
か
け
て
小

中
一
貫
校
を
新
設
す

る
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

異
年
齢
集
団
に
よ
る
教
育
活
動
や

課
題
の
解
消

教
育
的
側
面
と
し
て
、
児
童
、
生

徒
、
教
員
が
同
じ
施
設
に
い
る
こ

と
で
、
小
中
の
連
携
を
生
か
し
た
多
様

な
教
育
活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
教
科
担

任
制
の
充
実
や
、
小
規
模
中
学
校
で
の

免
許
外
教
科
担
任
の
解
消
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
異
年
齢
集
団
に
よ
る
教
育
活
動
の
展

開
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
全
国
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
不
登
校
等
の
課

題
解
消
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

栄
川
学
園
小
中
一
貫
校
の
ビ
ジ
ョ

ン
は

栄
川
中
学
校
区
の
未
就
園
児
の
児
童

数
は
、
現
時
点
で
も
一
学
年
20
人
程

度
だ
が
、
栄
川
学
園
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

栄
川
学
園
を
単
独
で
維
持
し
て
い

く
か
検
討
し
て
い
く

計
画
で
は
、
栄
川
学
園
の
再
編
検

討
に
着
手
す
る
の
は
第
２
期
、
令

和
15
年
度
以
降
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

日
坂
小
学
校
と
東
山
口
小
学
校
は
児
童

数
減
少
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
栄
川
学

園
を
単
独
で
維
持
し
て
い
く
か
に
つ
い
て

は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

新
し
い
風

嶺
岡
慎
悟

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

鈴
木
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

嶺
岡
議
員
の
す
べ
て

の
一
般
質
問
が
視
聴

で
き
ま
す

相
続
登
記
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
の
市

独
自
所
有
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
は

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
し
た

不
動
産
の
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
。

課
税
、
非
課
税
に
か
か
わ
ら
ず
、
名
寄
せ
帳

等
で
地
番
、
地
積
、
持
ち
分
等
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
市
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

所
有
者
間
の
持
ち
分
情
報
等
の
共

有
化
の
必
要
性
を
啓
発
し
て
い
く

相
続
登
記
漏
れ
は
、
所
有
者
不
明

土
地
等
の
発
生
に
つ
な
が
り
、
管
理

不
全
に
よ
る
防
災
や
防
犯
の
課
題
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
共
有
名
義
の
登
記
情
報
を

市
役
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
効
果
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
開
発

は
経
費
増
大
等
の
理
由
に
よ
り
現
段
階
で

は
困
難
な
た
め
、
個
々
の
問
い
合
わ
せ
へ
の

対
応
を
継
続
し
、
相
続
登
記
の
啓
発
、
所

有
者
間
で
の
持
ち
分
情
報
等
の
共
有
化
の

必
要
性
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

小
笠
山
の
「
六
枚
屏
風
」
を
天
然

記
念
物
に
指
定
す
べ
き
で
な
い
か

小
笠
山
の
「
六
枚
屏
風
」
は
、
そ
の

珍
し
い
景
観
ゆ
え
に
小
笠
山
へ
の
多

く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪
れ
る
、
ま
さ
に
名
勝

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
地
形
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
保
全
活
用

の
た
め
に
も
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

専
門
家
の
現
地
調
査
に
よ
り
価
値
を

明
確
に
し
、
指
定
を
検
討
し
て
い
く

こ
れ
ま
で
、
小
笠
山
は
文
化
財
の

視
点
で
稀
有
な
景
観
や
豊
富
な
動

植
物
等
の
専
門
的
調
査
を
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
専
門
家
に
よ
る
現
地
調
査
を

行
い
、
文
化
財
的
な
価
値
を
明
確
に
し
た

後
、指
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

・
地
域
新
電
力
会
社
「
か
け
が
わ
報
徳
パ

ワ
ー
（
株
）」
の
現
状
と
方
向
性
に
つ

い
て

六枚屏風の入り口
付近
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